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ク リ ン ゲ ル ン ベ ル グ ･ サイ ク ロ バ ロ イ ド方式歯切

り法によるまがりばかさ歯車の 生産性は, 円筒歯車

に 比 べ て著しく劣り, 顧客 の 需要 に応えられ な い と

い う問題が恒常的に発生 し, 生産現場を悩まして い

る ｡ そ の 理由の 一

つ が, 従来の坂想冠歯車を用 い た

まがりばかさ歯車歯切り法が, 機構学的立場からみ

ると原理的に不完全であり, 歯当たり出し作業が必

要とする こ と である ｡ しか し, 現状 の サイ ク ロ バ ロ

イ ド方式の歯切り法で は,

一 方の歯車歯面歯切り用

倣想冠歯車歯面と対をなす他方の それと の間に干渉

が起き て おり,
こ れが歯当たり出し作業を困難に し

て い る ｡ 本論文 で は, 歯当たり出し作業を必要と し

な い 実用的歯切り法の 開発を第 一 の 目的とし て い

る ｡ さら に,
工業的に多く使用され て い る タ リ ン ゲ

ル ン ベ ル グ ･ サイ ク ロ バ ロ イ ド方式に よ る まがりば

かさ歯車に発生す る組立干渉を回避する設計法 の 理

論的構築を第二 の 目的と して い る ｡

まず, 第1 章の ｢ 緒論+ で は
,

クリ ン ゲ ル ン ベ ル

グ ･ サイ ク ロ バ ロ イ ド方式に よ る歯切り法の 歴 史を

まとめ る とともに , 現在の採用状況と実用上 の 問題

点を整理する こ とにより, 本研究 に至 る経緯が述 べ

られ る ｡

第 2 章の ｢ サイク ロ バ ロ イ ド方式歯切り法 に おけ

る歯 ( 刃) 面干渉+ で は, 本方式 に よ る歯切りにお

い て歯切り用俊想冠歯車歯面間に干渉が生ずる 原因

が明らか に され る ｡ サイ ク ロ バ ロ イ ド方式の 歯切り

で は, 各種誤差の 影響を緩和する ため に , 凸歯面歯

切り用 カ ッ タ半径より凹歯両用 の それを大きくする

こ とにより歯面間に相対的 ク ラ ウ ニ ン グを与えて

い る ｡ それ に より本来同 一 である べ き俊想冠歯車歯

面どう し の 法線がわずか に 一 致せず, 結果と して歯

切りされた
一 対の まがりばかさ歯車 の 歯面が干渉を

起こすこ とが示された｡

第 3 章の ｢ 擬俊想冠歯車に よ る歯切り法+ で は,

擬仮想冠歯車を用 い た歯切り設計法が提案され, 擬

仮想冠歯車を用 い る歯切り法の有用性が具体例を用

い て 理論的に明らか に され る｡ 新た に提案され る擬

俊想冠歯車によ る歯切り法とは,
カ ッ タ軸を含む平

面を貫くような直線切れ刃をもつ カ ッ タ で歯切りす

る方法で あ る ｡ 本歯切り法で は
,
直線切れ刃 を含軸

面に乗らな い よう に して
,

カ ッ タ ブ レ ー

ドの製作を

容易に して い る ｡ また
,

カ ッ タ ブ レ ー

ドの研ぎ直し

にも専用 の 研削盤を用 い る こ となく, 通常 の 平面研

削盤で 可能とな る利点も得られ る ｡ 捷案され る方法

に お い て は, まず, 対をなす
一

方の歯車は従来どお

り仮想冠歯車の考え方で歯切りが行われ る ｡ もう
一

方の 歯車の 歯切り用仮想冠歯車に つ い て は, その 歯

( 刃) 面法線が前者の 仮想冠歯車歯 ( 刃) 面法線と

一 致する ように , ねじれ角β
'

と軸傾 け角△ を与えて

歯切りが行われ る ｡ 後者 の 歯切りの ため の 具体的作

業と して は,
マ シ ン ･ ル ー ト角をピ ッ チ円すい 角よ

り軸傾け角 △ だけ小さく取付け, それ に よ る カ ッ タ

へ の ブ ラ ン ク接近を相殺する ため
,

ブ ラ ン クを相当

量 ∂ z だけ引き戻す こ と で実現され る ｡

第 4 章 の ｢ 実験+ で は
,

直線切れ刃 をも つ カ ッ タ

お よ び カ ッ タ ヘ ッ ドを製作し
, 提案する方法で行 っ

た 一 対の まがりばかさ歯車の試験歯切りの 結果が述

べ られ る ｡ 歯切りされた試験歯車は
, 歯幅の 中央付
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近で歯当たりを得られたもの の , 歯たけ方向で はギ

ヤ歯先側に寄 っ たもの とな っ た ｡ 提案する擬仮想冠

歯車 に よ る歯切り法は, 原理的に は歯当たり出し作

業を必要と しな い 方法である ｡ しかし, 実際 に は マ

シ ン の セ ッ テ ィ ン グ誤差, 機械固有の誤差など各種

の不可避な誤差が存在し
,

こ れを原因とする歯当た

り出し作業を繰り返す必要性も想定され る ｡ こ の場

令, 歯面形状の 三 次元測定値が得られれば, それを

用 い て真の歯切り諸元 を推定 し, マ シ ン セ ッ テ ィ ン

グ誤差, ある い は機械固有 の 誤差等を修正する こ と

が できる ｡ こ の修正 を加えて再度歯切りする こ と に

より, 歯当たり出し作業を不要とする機構学的に 正

し い 歯切りが実行される｡ こ こ で は, 先に道脇が考

案した歯車の 三次元測定法を適用し, 試験歯車 の ピ

ニ オ ン に つ い て真の歯切り諸元が推定された ｡ こ れ

らに より, 擬仮想冠歯車に よ る歯切り設計から, 歯

切り, 歯車測定を通 して , まがりばかさ歯車の製作

プ ロ セ ス が具体例 で示された｡

第5 章の ｢ 組立干渉+ で は, タリ ン ゲ ル ン ベ ル グ ･

サイ ク ロ バ ロ イ ド方式まがりばかさ歯車の組立時に

生 じる組立干渉を回避し
,

か み合 い 状態からピ ニ オ

ン を引き抜く方法が理論的に論じられる ｡ こ こ で は,

かみ合 っ て い る歯面どうしで
一

番接近して い ると こ

ろ は接触線上 の 点で ある と い う考え方 に基づ き,
ど

ニ オ ン お よ びギヤ の 凸歯面 に おける特定 の 断面曲線

上 で干渉量を求め, 組立干渉 の 有無を予測す る こ と

が できる ｡ そ の ような諸元 の試験歯車を製作し, 哩

論的 に示され る干渉に よりピ ニ オ ン の 引き抜け の で

きな い こ とが実際に確認され る ｡ 次 い で , 理論的に

得た干渉量 に基づ い て引き抜き可能なギヤ の 歯幅を

求め, そ の 一 部を短く削 る こ と に よりピ ニ オ ン が引

き抜ける こ とを確認し, 本理論の 安当性が実験的に

示された｡

そ して
, 第 6 章の ｢ 結論+ で は, ク リ ン ゲ ル ン ベ

ル グ方式まがりばかさ歯車の製造現場で直面して い

る 二 つ の問題点に つ い て , そ の解決法がまとめられ ,

本研究の 成果とし て給括されて い る｡
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